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3 

乗
車
運
賃
改
正
の
自
動
車
協
会
の
答
申
案
で
は
、
Ａ
線
キ
ロ
当
り
四
円
、
Ｂ
線
キ
ロ
当
り
三
円
六
十
銭
、
Ｃ 

2 

宮
崎
交
通
株
式
会
社
が
新
聞
に
発
表
し
た
運
賃
値
上
げ
の
理
由
は
、
宮
崎
博
覧
会
の
と
き
半
期
で
六
千
万
円

の
赤
字
を
出
し
、
第
五
十
六
期
に
は
三
千
三
百
万
円
の
赤
字
を
出
し
た
こ
と
な
ど
合
計
一
億
五
千
万
円
の
赤
字

補
て
ん
を
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
か
か
る
赤
字
を
運
賃
値
上
げ
に
よ
り
大
衆
に
転
嫁
し
よ
う

と
す
る
こ
と
を
適
当
と
思
う
か
ど
う
か
。
ま
た
政
府
の
赤
字
会
社
の
助
成
対
策
は
ど
う
か
。 

1 

宮
崎
交
通
株
式
会
社
は
宮
崎
県
に
お
け
る
一
県
一
会
社
の
独
占
事
業
で
あ
る
が
、
他
県
に
お
い
て
も
こ
の
よ

う
な
バ
ス
の
独
占
事
業
の
例
が
あ
る
か
ど
う
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
県
名
及
び
そ
の
会
社
名
は
何
か
。 

交
通
事
業
の
公
共
性
に
か
ん
が
み
、
乗
車
運
賃
の
値
上
げ
は
国
民
生
活
に
直
結
す
る
重
要
問
題
で
あ
る
が
、
宮

崎
交
通
株
式
会
社
の
市
内
バ
ス
五
割
値
上
げ
申
請
が
、
政
府
当
局
に
よ
つ
て
認
可
さ
れ
る
な
ら
ば
、
利
用
者
の
負

担
は
過
重
と
な
り
、
大
衆
の
反
対
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

宮
崎
交
通
株
式
会
社
の
運
賃
値
上
げ
申
請
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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線
キ
ロ
当
り
三
円
二
十
銭
と
な
つ
て
い
る
の
で
、
宮
崎
交
通
株
式
会
社
の
運
賃
値
上
げ
の
申
請
内
容
は
、
全
線

値
上
げ
を
企
図
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
市
内
バ
ス
の
五
割
値
上
げ
と
同
時
に
他
の
路
線
に
対
す
る
運
賃

値
上
げ
を
申
請
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
仮
り
に
申
請
が
な
い
と
し
て
も
市
内
バ
ス
の
値
上
げ
は
そ
の
前
提

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
申
請
の
内
容
及
び
理
由
を
き
き
た
い
。 

4 

市
内
バ
ス
の
運
賃
五
割
値
上
げ
に
つ
い
て
は
自
由
民
主
党
宮
崎
県
支
部
連
合
会
及
び
日
本
社
会
党
支
部
連
合

会
も
共
に
反
対
し
て
い
る
が
、
大
衆
の
生
活
と
不
可
分
の
関
係
が
あ
る
バ
ス
運
賃
の
値
上
認
可
に
当
つ
て
は
、

政
府
当
局
に
お
い
て
も
、
県
民
の
福
利
と
会
社
の
健
全
な
る
育
成
と
を
充
分
に
考
慮
し
慎
重
に
事
に
処
せ
ら
れ

た
い
。
政
府
の
所
信
を
き
き
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


